
10
月
第
２
週
の
週
末
８
日

（
土
）
と
９
日
（
日
）
の
両

日
、
第
10
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
た
。
い
つ
も
は

静
か
な
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

が
、
交
流
を
求
め
て
集
ま
っ

た
大
勢
の
学
生
達
や
同
窓
生

等
で
賑
わ
っ
た
。

８
日
（
土
）

今
年
は
、
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

に
合
わ
せ
て
「
入
学
者
の
集

い
」
が
８
階
の
講
堂
で
行
わ

れ
た
。
放
送
大
学
で
学
園
祭

が
行
わ
れ
る
事
を
知
ら
な
い

学
生
も
多
く
、
珍
し
そ
う
に

各
ブ
ー
ス
を
回
っ
た
り
、
サ
ー

ク
ル
の
勧
誘
を
聞
い
た
り
し

て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
同

じ
８
階
講
堂
で
は
14
時
半
か

ら
、
放
送
大
学
の
來
生

新

副
学
長
に
よ
る
公
開
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
。
演
題
が

｢

海
は
広
い
な
大
き
い
な
―

海
洋
国
家
日
本
の
海
の
管
理

―｣

と
い
う
、
日
本
国
民
に

と
っ
て
は
身
近
な
問
題
を
取

り
上
げ
て
、
100
名
以
上
の
参

加
者
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

９
日
（
日
）

フ
ェ
ス
タ
２
日
目
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
た
の
は
、
朗
読
の

会
「
こ
こ
ろ
」
の
朗
読
劇

「
宮
沢
賢
治
ワ
ー
ル
ド

全

四
景
」
で
、
固
定
フ
ァ
ン
の

熱
心
な
観
客
が
宮
沢
賢
治
の

世
界
を
楽
し
ん
だ
。
第
１
講

義
室
で
は
熟
年
会
に
よ
る
公

開
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
、

｢

失
敗
の
本
質
―
旧
日
本
軍

の
組
織
論
的
研
究
と
福
島
第

一
原
発
の
事
故
対
応
の
類
似

性
に
つ
い
て｣

と
い
う
問
題

提
起
が
、
佐
藤
伊
一
講
師
に

よ
っ
て
講
演
さ
れ
た
。

第
５
講
義
室
で
は
未
来
の

会
の｢

絵
手
紙
教
室｣

が
行
わ

れ
、
会
員
か
ら
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
何
人
も
の
参
加
者

が
絵
手
紙
に
挑
戦
を
し
て
い

た
。
ま
た
８
階
講
堂
で
は
、

オ
カ
リ
ナ
同
好
会｢
オ
ン
チ
ー

ズ｣

が
美
し
い
音
色
で
聴
衆

を
魅
了
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

「
オ
ン
チ
ー
ズ
」
の
演
奏
は

今
年
の
フ
ェ
ス
タ
が
最
後
と

な
っ
た
。
そ
の
後
は
健
康
体

操
研
究
会
の
指
導
で
、
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
や
ダ
ン
ス
体
操
、

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、

沢
山
の
参
加
者
と
共
に
楽
し

く
汗
を
流
し
た
。
続
い
て
、

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

一
方
、
実
習
室
で
は
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
教
室
が
熟
年
会

の
主
催
で
行
わ
れ
、
今
年
は

フ
リ
ー
の
画
像
ソ
フ
ト
Ｇ
Ｉ

Ｍ
Ｐ
を
使
っ
て
、
様
々
な
画

像
の
加
工
を
実
際
に
経
験
し

た
。
ま
た
、
第
１
講
義
室
で
、

サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
に
よ
る

映
画｢

薔
薇
の
名
前｣

の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
鑑
賞
会
が
催
さ
れ
た
。

２
日
間
共
通
イ
ベ
ン
ト

第
２
講
義
室
で
は
各
団
体

の
活
動
が
写
真
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
。
第
３

講
義
室
で
は
３
団
体
に
よ
る

バ
ザ
ー
が
今
年
も
行
わ
れ
た

他
、
秩
父
の
物
産
展
が
ブ
ー

ス
を
設
け
て
、
バ
ザ
ー
会
場

は
様
々
な
品
々
を
買
い
求
め

る
客
で
賑
わ
っ
た
。

第
４
、
第
５
講
義
室
に
は

個
人
作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
、

個
人
の
力
作
の
他
、
絵
手
紙

の
展
示
や
模
型
電
車
の
走
行

実
演
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
創
刊
か
ら
７
年
あ
ま
り

を
経
た
「
学
生
新
聞
」
の
最

新
号
ま
で
が
展
示
さ
れ
、
創

刊
に
尽
力
し
た
故
若
松
豊
氏

の
写
真
も
飾
ら
れ
て
い
た
。

９
階
ロ
ビ
ー
に
は
恒
例
の

茶
席
が
設
け
ら
れ
、
茶
席
を

訪
れ
た
客
人
は
ひ
と
と
き
、

優
雅
な
空
間
で
、
抹
茶
の
サ
ー

ビ
ス
を
堪
能
し
た
。
同
じ
く

恒
例
の
俳
句
・
川
柳
大
会
で

は
鑑
賞
者
の
選
句
に
よ
り
、

各
３
句
の
入
選
作
品
が
交
流

パ
ー
テ
ィ
で
表
彰
さ
れ
た
。

昨
年
同
様
、
最
終
日
に
は

８
階
講
堂
で
ジ
ャ
ズ
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
た
。
懐
か
し
い

ジ
ャ
ズ
の
ナ
ン
バ
ー
は
フ
ェ

ス
タ
の
最
後
を
飾
る
懇
親
会

パ
ー
テ
ィ
で
も
演
奏
さ
れ
、

華
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
た
。
中
に
は
、
ジ
ャ
ズ
演

奏
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
楽

し
む
参
加
者
も
多
数
い
た
。

会
場
は
最
後
ま
で
盛
り
上
が

り
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら

の
散
会
と
な
っ
た
。
（
冬
木
）

平
成
29
年
４
月
入
学
の
学

生
募
集
の
ご
案
内

学
生
の
種
類
＝
*
教
養
学
部
・

全
科
、
選
科
、
科
目
履
修
生

*
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
・

修
士
選
科
生
、
修
士
科
目
生

出
願
期
間
＝
第
１
回
は
平
成

28
年
12
月
１
日
（
木
）
～
平

成
29
年
2
月
28
日
（
火
）

第
２
回
は
平
成
29
年
３
月
１

日
（
水
）
～
3
月
20
日
（
月
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
1
月
14
日
（
土
）
、

2
月
4
日
（
土
）
14
時
～

内
容
＝
大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験

談
、
面
接
授
業
・
図
書
室
見

学
、
個
別
相
談
な
ど

通
信
指
導
の
提
出
は
11
月

30
日
（
水
）
本
部
郵
送
必
着

で
す
（
Ｗ
ｅ
ｂ
の
場
合
は
午

後
５
持
ま
で
）
。
未
提
出
・

不
合
格
の
場
合
は
、
単
位
認

定
試
験
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
合
否
結
果
は
後
日
、

「
単
位
認
定
試
験
通
知
（
受

験
票
）
」
に
よ
っ
て
通
知
さ

れ
ま
す
。

第４７号 学 生 新 聞 平成２８年１１月２５日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

「
学
歴
偏
重
社
会
」

笹
原
誠
二

日
本
は
い
ま
だ
に

学
歴
偏
重
社
会
と
い

わ
れ
て
い
る
。
日
常

の
会
話
の
中
で
も
、

「
最
終
学
歴
は
？
ど

こ
の
大
学
の
ご
出
身
？
ど
ち

ら
の
会
社
に
お
勤
め
で
し
た
？
」

と
か
、
そ
ん
な
質
問
を
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
履
歴
書
へ

の
学
歴
記
載
な
ら
ば
仕
方
な

い
が
、
結
婚
式
の
新
郎
・
新

婦
の
紹
介
で
学
歴
が
披
露
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
「
何
々

大
学
を
優
秀
な
成
績
で
ご
卒

業
さ
れ
・
・
」
と
い
う
の
が
、

決
ま
り
文
句
の
よ
う
だ
が
、

出
席
者
に
と
っ
て
は
、
二
人

の
生
い
立
ち
や
馴
れ
初
め
、

結
婚
ま
で
の
経
緯
の
話
の
方

が
、
む
し
ろ
興
味
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

何
気
な
い
会
話
の
中
で
、

「
失
礼
で
す
が
、
ど
ち
ら
の

大
学
の
ご
出
身
で
す
か
」
と

平
気
で
聞
い
て
く
る
人
に
、

や
む
を
得
ず
「
Ｔ
大
学
の
Ｋ

学
部
で
す
」
と
答
え
た
ら
、

「
あ
あ
、
Ｔ
大
学
で
し
た
か
」

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
な

ん
だ
か
調
子
が
狂
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
何
を
学
ん
で
、

ど
ん
な
学
生
生
活
を
送
っ
た

の
か
の
質
問
で
は
な
く
、
た

だ
単
に
、
ど
こ
の
大
学
を
出

た
の
か
が
知
り
た
か
っ
た
だ

け
な
の
か
と
、
少
し
が
っ
か

り
す
る
。

実
は
私
の
就
職
試
験
の
と

き
、
ゼ
ミ
と
卒
業
論
文
に
つ

い
て
質
問
し
て
く
れ
た
試
験

官
が
い
て
、
「
面
白
い
テ
ー

マ
で
す
ね
、
入
社
し
た
ら
ぜ

ひ
、
実
現
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
」
と
言
わ
れ
て
、
う
れ

し
く
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

学
校
を
卒
業
し
て
実
社
会

に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
最
終

学
歴
が
ど
う
の
と
い
う
こ
と

は
、
研
究
分
野
以
外
で
は
あ

ま
り
関
係
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
れ
よ
り
こ
れ
か
ら
先
、

ど
う
社
会
と
関
連
を
持
ち
続

け
て
い
く
の
か
を
考
え
て
、

毎
日
を
行
動
す
る
こ
と
の
方

が
大
切
な
事
だ
と
私
は
思
っ

て
い
る
の
だ
が
・
・
。

学生手帳

もう夕方６時も廻って、「先生、そろそろ・・・」。

事務職員からの、それとない催促の声が掛かってやっ

と終わることも１度や２度ではない程、熱の入った

先生のお話と、熱心に聞き入る学生によるサロンは、

いつも講堂Ａをほぼいっぱいにして、平均して、月

１回開催されています。

毎回の１時間以上の予定時間超過にも、だれも途

中退出もなく最後までお話に聞き入る。これが永澤

先生の「サロンながさわ」です。

毎回「化学」をテーマに、基礎的な知識から、い

ろいろな応用の世界まで、幅広い化学の世界を取り

上げていて、化学を特に学んでいる学生でなくても、

とても面白く聞け、勿論、化学を勉強している学生

にとっても興味深い、専門的なお話もちりばめられ

ています。

先生はお話のなかで、テーマに関連するいろいろ

なエピソードを取り上げ、更に脱線することも度々

で、話題は、関連することからどんどん発展して横

に広がってゆきます。ところがこれがとても面白い

のです。過去の研究者にまつわるスキャンダルだっ

たり、失敗談、さらには日常身の回りでの似非科学

的な話題や誤解にまつわるお話だったりします。

今話題のサプリメントの実効性の話や、女性に関

心の高いコ

ラーゲン商

品の効用、

イオン水、

水素水など、

私たちが健

康志向のあ

まり、似非

科学的な広

告にいかに騙されやすいかが面白く話されて、身に

覚えのある方もいたのではないでしょうか。

また、いつもタイムリーな話題も取り上げていま

す。ノーベル賞受賞者の研究の話や、また日本初の

新元素ニホニウム発見と承認の話なども、過去の幻

のニッポニウムの話も交え、また元素の命名の由来

などをおもしろく話していただき、化学研究の舞台

裏を聞くことができました。

先生もこのサロンでのお話を楽しんでおられる様

で、ほぼ毎月、いろいろなテーマを取り上げてお話

されます。という訳で、私達もお話に引き込まれて、

３時間超の時間はあっという間に過ぎてしまいます。

一般に「化学」は何か難しそうでとっつきにくく、

過去、学生時代に「モル」･「酸化還元」などの言

葉や概念に苦しんで、キライになった方も多いので

はないかと思います。しかし考えてみると、実に身

近な生活の中で化学の利用や応用によって支えられ

恩恵を受けている事がたくさんあることに気付かさ

れます。今の時代に欠かせないパソコン・携帯など

の半導体や電池から、衣類・食品への応用まで、挙

げればきりがありません。この様に化学から多くの

恩恵を受けていることを、この「サロン」で気付か

されます。また、日々生きている私達の体も、細胞

レベルから体組織まで複雑な化学的仕組みで営まれ

ている生化学の世界にも、改めて気づかされます。

化学の範囲は広く奥深く、しかも私達の生活に密着

した世界である事が解ります。サロンでの学びで

「化学」への興味はどんどん広がって行きます。

ぜひ、皆さんもこの「化学」の世界を覗いてみま

せんか。毎回出席出来なくても大丈夫です。毎回、

先生は基礎的な事から始めて、テーマへと展開させ

てゆきます。ですから授業のように最初から順に聞

かないと理解出来ないという心配はありません。プ

リントも毎回、豊富な情報を載せてくださいます。

この記事をみて、参加してみようと思った方、大

歓迎です。

「サロンながさわ」紹介

埼玉学習センター 河口憲二

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
開
催

第
10
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
俳
句･

川
柳
大
会

＊
俳
句
入
選
句

連
山
は
遥
か
に
遠
し
谿
紅
葉

大
塚
絹
子

晴
天
や
一
糸
乱
れ
ず
御
輿
渡
御

藤
井
英
子

コ
ス
モ
ス
や
イ
ー
ハ
ト
―
ブ
に
風
流
れ

坂
本
賢
一

＊
川
柳
入
選
句

尖
閣
を
い
つ
取
ら
れ
る
か
赤
い
国

佐
保
義
登

秋
な
の
に
桜
咲
い
た
と
月
見
酒

坂
本
賢
一

面
接
は
レ
ポ
ー
ト
無
し
が
大
盛
況

橋
本
安
義

平
成
29
年
度
４
月
入
学

学
生
を
募
集

10
周
年
の
節
目
の
開
催
と

な
る
第
10
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

が
10
月
８
～
９
日
の
２
日
間
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
渋

谷
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
、
武

内
同
窓
会
長
、
岡
里
同
窓
会

監
事
、
鈴
木
同
窓
会
副
会
長

の
強
力
な
ご
支
援
を
頂
き
、

開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
は
平
成
20
年
２
月

23
～
24
日
に
、
ま
た
、
第
２

回
が
同
年
10
月
11
～
12
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
年
に

２
回
開
催
さ
れ
た
延
長
線
上

に
、
今
年
度
の
第
10
回
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
す
べ
き
第
10
回
開
催

で
は
、
①
渋
谷
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
所
長
が
学
生
の
参
加

を
強
力
に
意
識
し
て
下
さ
り
、

後
期
の
入
学
式
を
８
日
に
実

施
す
る
事
で
新
入
生
に
ア
ピ
ー

ル
が
で
き
、
②
埼
玉
大
学
小

澤
教
授
と
大
学
院
生
の
絵
画

の
出
品
に
も
ご
尽
力
頂
き
ま

し
た
。
③
武
内
同
窓
会
長
に

は
、
「
秩
父
の
物
産
」
販
売

に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。
④

岡
里
同
窓
会
監
事
に
は
「
茶

席
」
の
開
催
を
ご
了
承
頂
き

ま
し
た
。
⑤
鈴
木
同
窓
会
副

会
長
の
ご
尽
力
で
、
Ｓ
Ａ･

Ｔ
Ｏ･

Ｍ
Ｉ
さ
ん
率
い
る
ジ
ャ

ズ
・
ラ
イ
ブ
を
開
催
で
き
ま

し
た
。
⑥
講
演
は
来
生
新
放

送
大
学
副
学
長
に
よ
る
「
海

は
広
い
な
大
き
い
な
―
海
洋

国
家
日
本
の
海
の
管
理
」
、

⑦
「
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ
」
で

も
皆
様
に
ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ブ

を
お
楽
し
み
頂
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
使
命
は
「
学
生
・

同
窓
会
・
教
職
員
」
の
皆
様

の
仲
間
意
識
を
高
め
、
交
流

の
輪
を
広
げ
る
場
を
提
供
す

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
盛
大
裏
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
事
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
10
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
を
顧
み
て

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

第
10
回
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
学
園
祭

交
流
を
求
め
る
人
々
で
大
賑
わ
い

昨
年
に
続
い
て
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
も
開
催

通
信
指
導
の

提
出
期
限
が
間
近
で
す



箱
根
の
彫
刻
の
森
美
術
館

を
お
よ
そ
40
年
ぶ
り
に
訪
ね

た
。
真
夏
の
暑
さ
か
ら
一
転

し
て
曇
り
勝
ち
で
少
し
肌
寒

い
天
候
で
あ
っ
た
が
、
幸
い

雨
に
も
あ
わ
ず
野
外
彫
刻
を

観
る
こ
と
が
で
き
た
。
昔
と

変
わ
ら
ず
に
緑
豊
か
な
箱
根

の
山
の
一
角
に
沢
山
の
抽
象

彫
刻
が
野
外
展
示
さ
れ
て
い

た
。
は
じ
め
に
美
術
館
の
学

芸
員
の
方
か
ら
入
り
口
近
く

の
作
品
の
解
説
を
し
な
が
ら
、

抽
象
彫
刻
の
見
方
に
つ
い
て

助
言
が
あ
っ
た
。
鑑
賞
の
仕

方
は
「
基
本
的
に
は
見
る
人

の
自
由
で
、
そ
の
人
の
感
性

に
よ
っ
て
観
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
作
品
の
内
な
る
も
の
・

外
な
る
も
の
を
観
て
感
じ
て

ほ
し
い
」
と
、
大
変
有
益
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

初
め
に
目
に
入
っ
た
の
は

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
出
て
く
る

「
弓
を
引
く
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」

と
「
人
と
ペ
ガ
サ
ス
」
の
２

作
品
で
あ
っ
た
。
ヘ
ラ
ク
レ

ス
が
弓
で
狙
っ
て
い
る
先
に
、

翼
を
持
つ
馬
ペ
ガ
サ
ス
に
乗
っ

た
人
間
が
空
高
く
跳
躍
し
て

し
て
お
り
、
雄
大
な
一
対
の

作
品
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
は
観
る
人
の

心
も
大
き
く
開
放
さ
れ
る
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
、
野
外

展
示
の
力
強
さ
を
感
じ
た
。

ま
た
16
本
の
曲
が
っ
た
金

属
パ
イ
プ
が
揃
っ
て
回
転
す

る
「
空
間
力
学
22
」
は
、
回

転
に
よ
り
実
に
多
様
な
面
に

変
化
を
示
す
こ
と
に
目
を
奪

わ
れ
た
。
そ
の
他
多
く
の
抽

象
彫
刻
は
、
観
る
角
度
に
よ

り
思
い
が
け
な
い
別
の
形
が

現
れ
、
は
っ
き
り
何
と
は
言

え
な
い
が
驚
き
の
発
見
の
連

続
で
あ
っ
た
。

こ
こ
は
外
国
人
の
入
館
者

も
多
い
と
聞
い
て
い
た
が
、

当
日
も
多
く
の
外
人
が
来
館

し
て
い
た
。
特
に
課
外
授
業

の
小
学
生
の
集
団
が
思
い
思

い
の
作
品
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て

い
る
の
を
見
か
け
て
、
自
分

も
小
さ
い
頃
に
同
じ
よ
う
に

野
外
ス
ケ
ッ
チ
に
行
っ
た
事

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。

た
だ
今
回
の
箱
根
旅
行
で

残
念
に
思
う
こ
と
が
ひ
と
つ

あ
る
。
箱
根
は
自
然
環
境
が

と
て
も
豊
か
な
所
で
、
か
な

り
多
種
の
樹
木
や
花
な
ど
の

植
物
が
見
ら
れ
、
ま
た
地
質

学
的
に
も
富
士
火
山
帯
の
特

異
な
地
層
や
噴
火
・
地
震
の

証
跡
が
有
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ

と
が
出
来
た
ら
芸
術
文
化
と

自
然
科
学
の
両
方
が
満
た
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

◆
放
送
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「
日
本
残
像
～
ち
り
め
ん
本

と
古
写
真
が
語
る
幕
末
明
治

～
」
に
つ
い
て

日
時
＝
１
月
７
日
（
土
）･

８
日
（
日
）
10
時
～
18
時

場
所
＝
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
・

８
Ｆ

展
示
内
容
＝
幕
末･

明
治
頃

の
風
景･

風
俗･

人
物
等
を
記

録
し
た
古
写
真
120
点
以
上
や

明
治
時
代
の
木
版
多
色
刷
り

欧
文
絵
本
の
ち
り
め
ん
本
50

点
以
上
な
ど
多
数
。

◆
年
末
年
始
の
学
習
セ
ン

タ
ー
閉
所
の
お
知
ら
せ

＊
12
月
26
日
（
月
）
～

新
年
１
月
３
日
は
閉
所
と

な
り
ま
す
。

★
12
月
８
日
（
木
）

「
川
越
散
策
」
＝

Ｊ
Ｒ
川
越
駅
改
札
口
に

10
時
半
集
合

★
1
月
10
日
（
火
）
＝

12
時
～

｢

新
年
会｣

★
定
例
会
＆
勉
強
会

毎
月
第
２
火
曜
日

12
月
13
日
（
火
）

定
例
会
の
後
、
「
忘
年
会
」

★
イ
ベ
ン
ト
（
毎
月
１
回
）

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

毎
月
第
２
以
外
の
火
曜
日

12
月
６
日
、
20
日

基
本
的
に
、
午
前
は
テ
キ

ス
ト
を
元
に
エ
ク
セ
ル
な

ど
を
学
び
、
午
後
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
パ
ソ

コ
ン
の
活
用
を
練
習

★
12
月
11
日
、
18
日

い
ず
れ
も
土
曜
日

★
11
月
29
日
（
火
）

★
初
心
者
の
方
も
歓
迎

★
毎
週
火
曜
日

12
月
６
日
、
13
日
、
20
日

10
時
半
～
12
時
８
Ｆ
講
堂

★
活
動
日
は
金
曜
日

12
月
２
日
、
９
日
、
16
日

★
活
動
日
は
水
曜
日

11
月
30
日
、
12
月
21
日

８
Ｆ
講
堂
13
時
半
～
15
時

★
毎
月
第
２
、
第
４
木
曜
日

10
時
～
17
時

12
月
８
日
＝
第
１
講
義
室

12
月
22
日
＝
第
4
講
義
室

温
も
り
の
中
の
眠
り
を
揺

さ
ぶ
っ
た
地
震
。
３･

11
を

思
い
出
さ
せ
る
よ
う
な
津
波
。

そ
し
て
、
54
年
ぶ
り
と
な
る

11
月
の
初
雪
。
今
年
は
最
後

ま
で
驚
き
に
満
ち
た
１
年
で

し
た
。
来
年
は
平
和
で
穏
や

か
な
１
年
に
な
る
よ
う
祈
念

し
ま
す
。
来
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
冬
）

第４７号 学 生 新 聞 平成２８年１１月２５日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

２
０
１
６
年
10
月
９
日
、

宮
沢
賢
治
ワ
ー
ル
ド
を
目
指

し
た
「
こ
こ
ろ
」
宇
宙
船
の

旅
は
、
無
事
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
に
帰
還
し
た
。
今
年
は

賢
治
生
誕
１
２
０
年
と
い
う

特
別
の
年
で
あ
り
、
「
垣
間

見
る
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
」
賢
治

に
協
賛
し
て
の
、
星
め
ぐ
り

の
旅
で
あ
っ
た
。
だ
が
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
…
」
あ
ま
り
に

も
有
名
な
詩
を
残
し
て
37
歳

で
亡
く
な
っ
た
彼
の
作
品
は
、

想
像
を
遥
か
に
超
え
た
と
ま

ど
い
の
世
界
だ
っ
た
。
（
い

つ
も
と
違
う
！
）

毎
年
の
始
ま
り
は
岡
本
指

導
者
の
「
基
本
の
声
は
体
か

ら
」
と
ボ
デ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
な
る
。
「
種
々
の
音
色

の
声
」
が
出
せ
る
様
に
ボ
イ

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
あ
る
。

そ
れ
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
カ
ン

ツ
ォ
ー
ネ
、
経
文
と
幅
広
い

ス
タ
ー
ト
だ
。
そ
し
て
指
導

者
執
筆
の
「
音
声
表
現
の
基

本
」
を
教
科
書
に
、
し
っ
か

り
学
ん
だ
筈
だ
っ
た
の
に
賢

治
に
は
悲
鳴
を
あ
げ
る
。

今
年
発
表
の
賢
治
ワ
ー
ル

ド
全
四
景
は
「
や
ま
な
し
」

「
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
」

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」

「
春
と
修
羅
」
で
配
役
も
決

ま
っ
た
。
台
本
係
よ
り
全
景

文
の
稽
古
用
台
本
が
配
付
さ

れ
、
演
出
家
よ
り
自
分
の
台

本
だ
け
で
な
く
台
本
全
て
を

熟
読
す
る
よ
う
に
と
指
示
が

出
た
。
テ
ー
マ
曲
も
決
ま
っ

た
。
賢
治
自
作
の
「
星
め
ぐ

り
の
歌
」
を
全
員
で
歌
う
場

面
も
あ
る
の
で
暗
譜
だ
。

４
グ
ル
ー
プ
の
練
習
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
賢
治
の
作

品
に
は
独
特
の
宇
宙
観
、
死

生
観
、
宗
教
観
、
亡
く
な
っ

た
妹
ト
シ
へ
の
深
す
ぎ
る
思

い
、
自
然
と
動
物
の
命
を
軽

視
す
る
人
間
の
傲
慢
さ
へ
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
風
刺
等
が
全

て
の
作
品
に
散
り
ば
め
て
あ

る
。
又
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬

音
語
）
の
表
現
も
「
ど
っ
ど

ど
」
「
ト
ブ
ン
」
「
サ
ラ
サ

ラ
サ
ラ
サ
ラ
」
「
ど
っ
て
こ

ど
っ
て
こ
ど
っ
て
こ
ど
っ
て

こ
」
な
ど
と
賢
治
の
底
知
れ

な
い
知
識
と
表
現
力
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

私
達
は
悩
ん
だ
。
「
あ
ま

り
深
く
考
え
す
ぎ
な
い
こ
と
。

言
葉
遊
び
の
つ
も
り
で
取
り

組
む
と
い
い
」
と
、
指
導
者

の
ひ
と
言
。
し
か
し
、
花
巻

の
空
は
遠
く
高
か
っ
た
。

美
術
、
音
響
、
衣
装
、
制

作
、
照
明
、
会
場
、
広
報
、

舞
台
監
督
等
フ
ェ
ス
タ
の
役

割
分
担
が
決
ま
り
、
素
晴
ら

し
い
色
彩
の
ポ
ス
タ
ー
が
出

来
上
が
っ
た
。
近
隣
の
公
共

施
設
や
知
人
に
フ
ェ
ス
タ
チ

ラ
シ
と
共
に
、
約
１
８
０
セ
ッ

ト
を
配
布
す
る
。
配
布
の
効

果
が
有
っ
た
。
埼
玉
新
聞
文

芸
欄
に
「
こ
こ
ろ
賢
治
発
表

会
」
と
記
事
が
載
る
。
い
よ

い
よ
1
か
月
前
、
８
階
講
堂

の
舞
台
で
立
ち
稽
古
に
入
る
。

美
術
係
の
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の

背
景
を
前
に
、
登
場
人
物
に

合
わ
せ
て
考
案
し
た
衣
装
を

着
け
て
、
所
作
の
入
っ
た
立

ち
稽
古
で
あ
る
。
追
い
込
み

に
入
る
と
指
導
者
の
鋭
い
声

が
飛
ん
で
く
る
。
「
文
字
を

追
い
か
け
る
な
」
「
イ
メ
ー

ジ
を
し
っ
か
り
描
く
」
「
殻

を
破
れ
」
「
表
現
は
オ
ー
バ
ー

に
」
。
ま
る
で
彩
の
国
さ
い

た
ま
芸
術
劇
場
の
稽
古
場
に

迷
い
込
ん
だ
ム
ー
ド
の
熱
気

で
あ
る
。
総
稽
古
の
時
も

「
舞
台
の
上
で
は
頭
の
頂
か

ら
爪
先
ま
で
神
経
を
使
う
こ

と
」
と
注
意
を
受
け
る
。

そ
し
て
本
番
前
の
気
迫
の

ゲ
ネ
プ
ロ
の
私
達
に
「
本
番

以
上
に
ゲ
ネ
は
真
剣
勝
負
だ
。

し
か
し
本
番
は
自
分
自
身
が

楽
し
ん
で
演
ず
る
こ
と
」
。

演
出
家
か
ら
最
後
の
送
る
言

葉
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
。
10
月

９
日
午
前
10
時
開
幕
の
ベ
ル

鳴
り
響
き
、
適
材
適
所
の
配

置
で
し
っ
か
り
訓
練
を
受
け

た
私
達
は
「
宮
沢
賢
治
ワ
ー

ル
ド
全
四
景
」
の
旅
に
飛
び

立
っ
た
の
だ
っ
た
。

５
年
前
に
、
一
粒
の
種
か

ら
芽
を
出
し
た
朗
読
の
会

「
こ
こ
ろ
」
は
第
１
回
漱
石

の
「
夢
十
夜
」
第
２
回
「
舌

切
り
雀
、
吝
嗇
記
、
詩
朗
読
」

第
３
回
「
百
貨
店
残
影
、
平

家
断
章
」
第
４
回
「
少
年
口

伝
隊
一
九
四
五
」
第
５
回

「
小
さ
き
山
、
少
年
口
伝
隊

一
九
四
五
」
再
演
と
充
実
の

発
表
を
続
け
て
来
た
。

岡
本
光
幸
講
師
、
個
性
豊

か
な
会
員
た
ち
と
の
幸
運
の

出
会
い
を
重
ね
な
が
ら
17
本

の
枝
葉
を
茂
ら
せ
て
、
日
々

伸
び
て
い
る
目
が
外
せ
な
い

サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

《
会
員
の
声
》

＊
舞
台
の
楽
し
さ
を
身
体
で

感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

＊
日
々
の
練
習
を
も
っ
と
し

て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。

＊
終
演
後
の
満
足
感
は
今
迄

で
一
番
で
す
。

＊
楽
し
く
や
れ
ま
し
た
。
岡

本
先
生
に
は
大
感
謝
で
す
。

＊
皆
本
番
に
強
い
と
思
っ
た
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

「
朗
読
の
会

こ
こ
ろ
」

代
表

堀
江
加
壽
代

囲
碁
専
科

星
辰
の
さ
や
け
き
目
覚
め
菊
枕

厚
子

ふ
つ
ふ
つ
と
南
部
鉄
瓶
冬
に
入
る

八
重
子

日
ざ
ら
し
の
風
の
電
話
や
雪
つ
も
る

保
子

縫
ひ
上
げ
し
白
の
羽
二
重
菊
枕

安
代

通
り
雨
白
根
の
山
の
照
葉
か
な

と
く
江

菊
枕
小
口
の
す
れ
し
唐
詩
選

光
娥

干
し
あ
げ
て
軽
き
弾
力
菊
枕

十
詩

山
間
の
陰
と
日
向
の
秋
の
暮

明
美

爽
涼
や
女
戦
士
の
太
き
剣

由
美

薄
墨
の
拡
が
る
先
に
暮
の
秋

順

菊
枕
暮
れ
ゆ
く
空
の
二
日
月

博
子

《

見
学
歓
迎

第
３
木
曜
日

午
後

９
階
第
５
講
義
室

》

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

―
生
涯
学
習
奨
励
賞
金
剛
賞

を
受
賞
さ
れ
た
山
口
眞
知
子

氏
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
、
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

Ｑ
放
送
大
学
に
入
学
し
た
き
っ

か
け
は･

･･

山
口
眞
知
子
＝
教
養
を
深
め

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義

山
口
＝
渡
邊
二
郎
先
生
「
自

己
を
見
つ
め
る
」
、
大
場
登

先
生
「
ユ
ン
グ
心
理
学
」
。

吉
見
俊
哉
先
生･

水
越
伸
先
生

「
メ
デ
ィ
ア
論
」
、
松
本
忠

夫
先
生
・
星
元
紀
先
生
「
動

物
の
科
学
」
、
海
部
宣
夫
先

生･

吉
岡
一
男
先
生
「
太
陽
系

の
科
学
」
。

Ｑ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事

山
口
＝
面
接
授
業
で
、
物
理

の
実
験
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
放
送
大
学
の
カ
メ
ラ
で
撮

さ
れ
て
、
「
大
学
の
窓
」
で

放
映
さ
れ
て
い
た
事
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

山
口
＝
「
苦
楽
」
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
今
後
の
目
標

山
口
＝
「
情
報
コ
ー
ス
」
に

入
学
し
ま
し
た
の
で
、
今
後

は
、
放
送
大
学
で
の
学
習
を

ゆ
っ
た
り
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
剛
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト

【
正
し
く
怖
が
る
】

★
12
月
４
日
（
日
）
第
２
回

講
師
＝
菅
沼
雅
美
（
埼
玉

大
学
大
学
院･

理
工

学
研
究
科
教
授
）

演
題｢

緑
茶
で
が
ん
は
予

防
で
き
る
か
～
が
ん
発

症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら

考
え
る
～｣

★
12
月
25
日
（
日
）
第
３
回

講
師
＝
牧

広
篤
（
元
気

象
庁
高
層
気
象
台
長
）

演
題｢

地
球
温
暖
化
が
も

た
ら
す
環
境
の
激
変
―

シ
ロ
ク
マ
の
予
告
す
る

人
類
の
未
来
―
」

【
日
本
の
古
典
文
学
の
魅
力
】

★
１
月
８
日
（
日
）
第
4
回

講
師
＝
川
島
絹
江
（
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
客
員

教
員
）

演
題｢
『
源
氏
物
語
』
の

花
と
女
性
た
ち
―
梅
と

橘
を
中
心
に
―
」

【
テ
ィ
ー
タ
イ
ム科

学
談
話
会
】

11
月
27
日
（
日
）

｢

分
子
素
子
・
分
子
機
械
」

【
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
魅
力
】

⑧
12
月
22
日
（
木
）

｢

レ
ク
イ
エ
ム
の
あ
れ
こ

れ
～
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
フ
ォ
ー

レ
、
他
～｣

⑨
１
月
12
日
（
木
）

｢

オ
ペ
ラ
の
魅
力
と
迫
力

～
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
ロ
ッ

シ
ー
ニ
、
ワ
グ
ナ
ー
、

他
～
」

「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」

14
時
～
16
時

一
般
公
開
講
演
会

い
ず
れ
も
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
８
Ｆ
講
堂
・
14
時
～

学
生
研
修
旅
行

鈴
木
智
義

｢

サ
ロ
ン
な
が
さ
わ｣

14
時
半
～
17
時

「天空の花」
福盛田恵子

お
申
込
み
は
い
ず
れ
も

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

（
☎
048
―
650
―
２
６
１
１

又
は
、
窓
口･

Ｈ
Ｐ
）

事
務
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

バ
ラ
ン
ス
体
操

悠
々

ラ
ル
ゴ
体
ほ
ぐ
し
の
会


